
・6月定例会の議案と議決結果、議案の内容………P2
・議会の構成が変わりました………………………P2
・常任委員会の活動から……………………………P3
・一般質問………………………………………P4, P5
・特別委員会の調査報告・中間報告………………P6
・政務活動費について………………………………P6

6月定例会は、5月29日から
6月16日までの19日間で開か

れました。
市長から、議案4件、同意8件、

諮問2件、承認1件が提出され、
それぞれ可決しました。

一般質問は、9人の議員が行
い、市の諸問題について見解を
求めました。

災害対応特殊救急自動車（約3,786万円）更新整備
新農業委員会制度での農業委員会委員８名を同意

北部コミュニティセンター空調改修工事費ほか
一般会計補正予算6,749万円

主
な
掲
載
内
容

平成29年度すいかまつりより



本
定
例
会
に
お
い
て
は
、
議
会
運
営
委
員
及

び
常
任
委
員
の
任
期
2
年
が
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

各
委
員
会
の
構
成

議
会
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野
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員
会

委
員
長
　　

高
橋
益
枝

副
委
員
長　

大
川
原
き
み
子

6月定例会の議案と議決結果
総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会
全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数　継＝閉会中の継続審査
○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席
【継】＝前定例会以前からの継続案件
※櫻井優好議員は議長のため採決に加わっていません。

付
託
委
員
会

結
　
　
果

市民クラブ 公明党 とみの風 無会派

賛
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布
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利
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井
上
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窪
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優

中
間
　
幸
一

櫻
井
　
優
好

柏
崎
の
り
子

番号 件　　名

市長提出議案

承認第 1 号 専決処分の承認を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 17 0

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 17 0

諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 17 0

同意第 1 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて － 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ― × 15 1

同意第 2 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ― ○ 16 0

同意第 3 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ― ○ 16 0

同意第 4 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ― ○ 16 0

同意第 5 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ― ○ 16 0

同意第 6 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ― ○ 16 0

同意第 7 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ― ○ 16 0

同意第 8 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ― ○ 16 0

議案第 1 号 財産の取得について 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 16 1

議案第 2 号 平成２９年度富里市一般会計補正予算（第１号） 総務
文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 17 0

議案第 3 号 平成２９年度富里市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 17 0

議案第 4 号 平成２９年度富里市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 17 0

承 認
　1　

国等の上位法令が改正されたことにより、緊急を要したため、条例の
一部改正について専決処分したことの承認を求めるもの

諮 問
　1　

人権擁護委員の飯塚徳政氏が、平成29年9月30日をもって任期満
了となるため、再度同氏を推薦したく、議会の意見を求めるもの

諮 問
　2　

人権擁護委員の森田惠子氏が、平成29年9月30日をもって任期満了と
なるため、新たに森久惠氏を推薦したく、議会の意見を求めるもの

同 意
　1　

農業委員会委員として、森田孝子氏を任命したく、農業委員会等に関
する法律第8条第1項の規定により議会の同意を求めるもの

同 意
　2　

農業委員会委員として、藤崎芳久氏を任命したく、農業委員会等に関
する法律第8条第1項の規定により議会の同意を求めるもの

同 意
　3　

農業委員会委員として、細野　明氏を任命したく、農業委員会等に関
する法律第8条第1項の規定により議会の同意を求めるもの

同 意
　4　

農業委員会委員として、相川克義氏を任命したく、農業委員会等に関
する法律第8条第1項の規定により議会の同意を求めるもの

同 意
　5　

農業委員会委員として、伊井義則氏を任命したく、農業委員会等に関
する法律第8条第1項の規定により議会の同意を求めるもの

同 意
　6　

農業委員会委員として、綿貫文雄氏を任命したく、農業委員会等に関
する法律第8条第1項の規定により議会の同意を求めるもの

同 意
　7　

農業委員会委員として、篠原美惠子氏を任命したく、農業委員会等に
関する法律第8条第1項の規定により議会の同意を求めるもの

同 意
　8　

農業委員会委員として、篠原茂美氏を任命したく、農業委員会等に関
する法律第8条第1項の規定により議会の同意を求めるもの

議 案
　1　

災害対応特殊救急自動車を更新整備するため、一般競争入札を行っ
た結果、相手方などが決定したため契約を締結しようとするもの

議 案
　2　 歳入歳出それぞれ6,749万円を追加し、総額を155億7,149万円とするもの
議 案
　3　 歳入歳出それぞれ502万2千円を追加し、総額を9億6,095万8千円とするもの
議 案
　4　 歳入歳出それぞれ218万4千円を追加し、総額を28億310万8千円とするもの

議 案 の 内 容

（後列左から）岡野耕平、高橋益枝、戸村喜一郎
（前列左から）江原利勝、井上　康

（後列左から）岡野耕平、髙橋祐子、江原利勝、布川好夫、中間幸一
（前列左から）田口勝一、窪田　優、野並慶光、鈴木英𠮷

（後列左から）井上　康、栗原恒治、戸村喜一郎、相川光規、猪狩一郎
（前列左から）櫻井優好、高橋益枝、大川原きみ子、柏崎のり子
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高
齢
者
医
療
広
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議
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議
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高
橋
益
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議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

こんにちはとみさと議会です　195号
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常
任
委
員
会
の活動

か
ら

総
務
建
設
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
3

議
案
の
審
査
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と
、
市
の

担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
1
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問
今
回
の
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
災
害
対

応
特
殊
救
急
自
動
車
を
千
葉
ト
ヨ
タ
自
動
車
株

式
会
社
成
田
店
か
ら
3
7
8
6
万
4
7
1
9

円
で
購
入
す
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
に

お
け
る
救
急
車
の
更
新
の
基
準
は
。

答
富
里
市
消
防
署
本
部
の
基
準
に
よ
り
、
8
年

で
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
現
行
の
車
は
耐
久
性
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、

10
年
更
新
と
い
う
考
え
は
ど
う
か
。

答
走
行
距
離
に
よ
っ
て
も
う
少
し
寿
命
を
と
っ

て
も
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
お
考
え
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
緊
急
消
防
援
助
隊
へ
の
登
録
や
災

害
時
の
派
遣
等
、
人
命
に
か
か
わ
る
た
め
、
今

の
と
こ
ろ
は
8
年
更
新
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
購
入
に
当
た
っ
て
の
国
庫
補
助
額
は
。

答
車
両
に
つ
い
て
1
9
9
2
万
3
0
0
0
円
、

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
に
つ
い
て
は
車
両
と
は

別
に
9
1
7
万

7
0
0
0
円
が

国
庫
補
助
基
本

額
と
な
り
、
こ

の
2
分
の
1
が

市
と
し
て
受
け

取
る
こ
と
が
で

き
る
金
額
と
な

り
ま
す
。

議
案
第
2
号　

平
成
29
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
1
号
）

問
平
成
4
年
に
完
成
し
た
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
空
調
機
の
老
朽
化
に
伴
い
、
ふ
ぐ

あ
い
が
頻
発
し
、
交
換
部
品
の
製
造
が
な
い
こ

と
か
ら
、
施
設
改
修
工
事
費
5
5
1
2
万
5
0

0
0
円
を
か
け
て
全
面
取
り
か
え
を
行
う
、
室

外
機
9
台
、
室
内
機
39
台
、
配
管
工
事
等
工
事

費
を
計
上
す
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
更
新
す

る
空
調
設
備
の
電
気
代
の
削
減
効
果
の
試
算
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
電
気
代
は
年
間
56
万
円
程
度
の
削
減
効
果
に

な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

問
観
光
推
進
事
業
に
お
け
る
、
富
里
市
の
観
光

P
R
動
画
の
制
作
業
務
委
託
料
2
0
0
万
1
0

0
0
円
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
補
助
金
2
0
0
万
円
を
財
源
と
し
た
、
観
光

に
特
化
し
た
、
市
民
参
画
を
前
提
と
す
る
P
R

動
画
を
制
作
す
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
動
画
の
詳
細
は
。

答
市
民
公
募
を
本
年
8
月
ま
で
に
完
了
し
、
完

成
は
年
度
内
と
考
え
て
い
ま
す
。
富
里
市
の
原

風
景
と
里
山
等
の
四
季
を
重
視
し
、
1
分
間
の

動
画
を
4
本
、
合
計
4
分
間
と
い
う
こ
と
で
想

定
し
て
い
ま
す
。

問
市
と
し
て
の
動
画
を
用
い
た
P
R
戦
略
は
。

答
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
観
光
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
観
光
協
会
の
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る

利
用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
3
号　

平
成
29
年
度
富
里
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

問
下
水
道
工
事
費
5
0
2
万
2
0
0
0
円
の

増
額
に
つ
い
て
は
、
日
吉
倉
桜
小
路
地
先
の
市

道
に
下
水
道
管
敷
設
及
び
汚
水
ま
す
を
設
置
す

る
工
事
を
予
定
す
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
は
既
存
下
水
道
の
延
伸
で
あ
り
、
既
存
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、

延
伸
に
よ
る
処
理
量
の
増
加
に
耐
え
ら
れ
る
の

か
。

答
既
存
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
は
今
回
の
下
水

道
延
伸
も
考
慮
し
て
大
き
さ
や
深
さ
を
決
め
て

設
置
し
て
い
る
た
め
、
接
続
す
る
に
当
た
っ
て

は
特
段
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

■　

■　

■　

■　

■　

■　

■　

■　

■

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た

2
議
案
の
審
査
、
現
地
調
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と
、
市

の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
2
号　

平
成
29
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
1
号
）

問
国
民
年
金
事
業
、
国
民
年
金
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
1
0
8
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
、
改

修
後
の
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る

の
か
。

答
市
と
年
金
機
構
で
電
子
デ
ー
タ
で
の
や
り
と

り
を
行
う
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
国
全
体
で

統
一
さ
れ
た
形
と
な
る
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村

か
ら
の
転
入
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ま

ま
取
り
込
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
幼
稚
園
振
興
事
業
、
86
万
2
0
0
0
円
の
増

額
に
つ
い
て
、
非
常
勤
職
員
1
名
の
任
用
に
係

る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
任
用
条
件
や
募
集
の

方
法
は
。

答
時
間
単
価
に
つ
い
て
は
、
1
時
間
当
た
り

1
2
0
0
円
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
臨

時
職
員
等
を
採
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
時
間
や

条
件
の
合
わ
な
か
っ
た
方
が
お
り
、
そ
の
方
た

ち
に
再
度
声
を
か
け
、
採
用
に
結
び
付
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
案
第
4
号　

平
成
29
年
度
富
里
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

問
認
定
調
査
事
業
2
1
8
万
4
0
0
0
円
の
増

額
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
5
月
末
を
も
っ
て
技

師
職
員
1
名
が
退
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
臨
時

職
員
の
任
用
に
係
る
経
費
を
計
上
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
認
定
調
査
の
体
制
と
申
請
の
現
状
は
。

答
認
定
調
査
員
は
、
今
年
度
か
ら
1
名
ふ
や
し

5
名
体
制
で
進
め
て
い
た
が
、
退
職
に
よ
り
現

在
4
名
体
制
で
す
。
申
請
の
状
況
は
、
平
成
28

年
度
は
新
規
が
4
3
4
件
、
更
新
が
7
2
9
件
、

変
更
が
1
0
0
件
の
、
合
計
1
2
6
3
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
申
請
、
相
談
と
も
に
ふ
え

て
お
り
、
5
名
の
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
臨
時
職
員
と
し
て
必
要
と
な
る
資
格
に
つ
い

て
。

答
認
定
調
査
を
行
う
に
当
た
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
、
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
ヘ

ル
パ
ー
2
級
以
上
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、

1
年
以
上
の
経
験
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
認
定
調
査
及
び
介
護
処
理
事
務

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
の
研
修
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
全
体
的
に
考
え
た
上
で
、

専
門
職
を
募
集
し
て
い
き
ま
す
。

問
4
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
式

が
、
市
役
所
の
基
幹
型
と
、
市
内
3
カ
所
の
委

託
型
へ
と
移
行
し
た
が
、
認
定
調
査
の
動
向
に

変
化
の
兆
候
は
あ
っ
た
の
か
。

答
前
年
度
に
比
べ
、
相
談
件
数
に
つ
い
て
は
急

増
し
て
い
る
が
、
要
支
援
か
、
要
介
護
か
の
相

談
は
、
十
分
地
域
で
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

申
請
件
数
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
移
行
し
て

か
ら
ま
だ
2
カ
月
で
あ
り
、
影
響
は
分
か
り
か

ね
る
が
、
今
後
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

富里市消防署北分署

北部コミセン屋上室外機

開園した葉山こども園を視察

こんにちはとみさと議会です　195号
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問
新
聞
に
も
、「
成
田
・
富
里
市
ゴ
ミ
減
ら
し
て
、

処
理
工
場
パ
ン
ク
も
･
･
･
、
点
検
中
委
託
費

も
ズ
シ
リ
」と
大
き
く
掲
載
。
ご
み
を
本
当
に

減
ら
そ
う
と
思
う
な
ら
、「
焼
却
ご
み
を
3
年
で

1
割
削
減
」な
ど
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
明
確

な
数
値
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
同
様
に
理
解
し
て
お
り
、
具
体
策
や
掲
げ
る

目
標
を
早
急
に
詰
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
千
葉
市
は
8
年
間
で
焼
却
ご
み
3
分
の
1
削

減
を
達
成
し
た
が
、
特
に
効
果
が
大
き
か
っ
た

の
が
、
資
源
化
で
き
る
古
紙
・
布
類
を
週
1
で

回
収
し
た
こ
と
。「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば

資
源
」で
あ
る
。
本
市
も
検
討
し
て
み
な
い
か
。

答
富
里
に
合
っ
た
方
法
を
検
討
し
て
み
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
搬
入
時
の
ご
み
処
理
手

数
料
に
つ
い
て
、
値
上
げ
等
の
検
討
は
。

答
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
家
庭
ご
み
有
料
化
は
市
民
の
新
た
な
負
担

と
な
る
が
、
減
量
効
果
と
意
識
啓
発
効
果
、
公

平
性
の
確
保
が
期
待
で
き
る
。
実
施
率
は
全
国

63
・
2
%
、
県
64
・
8
%
、
市
の
見
解
は
。

答
最
後
の
手
段
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
庁
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
導
入
』

問
防
犯
対
策
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、
全
て
の

庁
用
車
に
一
遍
に
導
入
す
べ
き
で
は
。

答
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
旧
洗
心
小
学
校
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
』

問
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
元
の
意
見
、

要
望
を
尊
重
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
市
は
ど
の

よ
う
な
方
向
性
を
考
え
て
い
る
か
。

答
市
の
大
切
な
財
産
な
の
で
市
全
体
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

問
当
面
、
市
民
が
施
設
を
使
用
す
る
に
は
。

答
規
定
が
な
い
の
で
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

問
緊
急
を
要
す
る
場
合
、
閉
庁
日
の
対
応
は
。

答
閉
庁
日
は
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会
に
お

い
て
電
話
相
談
対
応
、
土
曜
日
は
千
葉
県
消
費

者
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
御
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
平
成
28
年
度
相
談
の
実
績
ベ
ー
ス
で

1
億
7
9
3
6
万
5
8
8
9
円
の
契
約
金
額

中
、
支
払
額
は
3
2
0
7
万
4
6
9
7
円
、

こ
の
事
実
を
ど
れ
だ
け
の
市
民
が
認
識
し
て
い

る
か
。
広
報
や
チ
ラ
シ
を
、
危
機
感
を
持
っ
て

目
を
通
せ
る
よ
う
伝
え
方
を
工
夫
す
る
こ
と
は

い
か
が
か
。

答
切
迫
し
た
問
題
と
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
』

問
現
状
に
つ
い
て
。

答
本
年
4
月
1
日
に
、
葉
山
こ
ど
も
園
1
3
4

名
、
向
台
こ
ど
も
園
に
1
2
0
名
が
そ
れ
ぞ
れ

入
園
し
て
お
り
、
利
用
者
の
実
情
把
握
に
つ
い

て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
保
護
者
会
に
て

意
見
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
利
用
者
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
常
時
受
け
付

け
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答
保
護
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
関
係
各
位
の
意
見
を

聞
き
、
葉
山
保
育
園
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
踏
ま

え
、
よ
り
よ
い
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

『
本
市
年
中
行
事
に
対
す
る
提
案
事
項
及
び
提

案
予
定
事
項
に
つ
い
て
』

問
ス
イ
カ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
行
事

趣
旨
の
達
成
す
る
効
果
の
ほ
か
、
本
市
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
お
考
え
か
。

答
ス
イ
カ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
の
経
済
的
な
効
果

に
寄
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

問
南
部
地
域
で
イ

ノ
シ
シ
が
出
現
し

て
い
ま
す
。
動
画

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配
布
等
、

取
り
組
み
に
つ
い

て
。

答
柵
の
防
護
、
わ

な
で
の
捕
獲
が
有

効
と
聞
き
ま
す
の

で
早
急
に
協
議
会

を
組
織
し
ま
す
。

『
消
防
に
つ
い
て
』

問
広
域
化
に
つ
い
て
、
今
後
単
独
消
防
本
部
と

し
て
維
持
で
き
ま
す
か
、
試
算
の
考
え
は
。

答
広
域
化
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
検
討
し

ま
す
。

問
救
急
電
話
相
談
に
つ
い
て
、
救
急
車
を
呼
ぶ

か
迷
っ
た
時
、
電
話
相
談
設
置
の
考
え
は
。

答
症
状
に
よ
り
医
療
機
関
の
紹
介
や
、
救
急
出

動
へ
の
切
り
か
え
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

『
市
長
選
挙
に
つ
い
て
』

問
次
期
市
長
選
挙
投
票
日
に
つ
い
て
、
統
一
地

方
選
挙
と
同
時
執
行
は
可
能
で
す
か
。

答
市
長
選
挙
と
同
時
執
行
は
可
能
で
す
。

『
教
育
に
つ
い
て
』

問
教
育
委
員
会
の
移
動
に
つ
い
て
、
洗
心
小
学

校
跡
地
に
移
動
の
提
案
を
し
ま
す
が
、
考
え
は
。

答
跡
地
利
用
の
活
用
方
法
は
検
討
し
ま
す
。

『
施
設
ネ
ッ
ト
予
約
に
つ
い
て
』

問
当
月
の
施
設
予
約
状
況
の
掲
載
の
考
え
は
。

答
庁
内
で
の
合
意
が
あ
れ
ば
可
能
で
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
は
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

『
道
路
に
か
ぶ
さ
る
枝
木
等
へ
の
対
応
は
』

問
歩
行
者
横
断
用
の
信
号
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、

道
路
標
識
な
ど
が
枝
木
で
隠
れ
認
識
で
き
な
い

場
合
な
ど
安
全
上
問
題
で
す
。

夏
に
な
る
と
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
な
り
ま
す
。
市
民
の
声
と
し
て
、
市
役
所
に

要
望
し
た
が
返
事
が
来
な
い
、
担
当
部
署
が
わ

か
ら
な
い
、
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
す
。

答
多
く
の
場
合
、
ま
ず
建
設
課
に
問
い
合
わ
せ

が
来
ま
す
。
関
係
す
る
公
安
委
員
会
や
県
、
ま

た
は
土
地
の
所
有
者
の
方
と
調
整
し
、
立
ち
会

い
な
が
ら
、
連
携
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

『
新
公
会
計
制
度
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
』

問
新
し
い
会
計
制
度
は
、
複
式
簿
記
の
企
業
会

計
と
同
じ
く
、
資
産
管
理
や
行
政
コ
ス
ト
の
分

析
が
今
ま
で
以
上
に
可
能
に
な
り
ま
す
。
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
、
財
政
の
効
率
化
・
適
正
化

に
活
用
し
て
い
く
の
で
す
か
。

答
平
成
29
年
度
内
に
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財

務
書
類
等
を
作
成
し
、
そ
の
後
先
進
自
治
体
の

例
を
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

『
農
業
委
員
会
改
革
、
事
務
局
の
強
化
は
』

問
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

新
し
い
仕
組
み
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

農
業
委
員
会
の
職
員
の
確
保
と
質
の
向
上
も
改

革
の
主
眼
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
対
応
は
。

答
研
修
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
知
識
や
経

験
の
あ
る
職
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

『
待
機
児
童
の
問
題
は
解
消
さ
れ
た
か
』

問
保
育
と
学
童
に
お
け
る
待
機
児
童
の
現
状
は
。

答
本
年
４
月
１
日
時
点
で
、
保
育
で
は
13
人
で

す
。
昨
年
よ
り
60
人
減
少
し
ま
し
た
。
学
童
ク

ラ
ブ
で
は
、
入
所
待
ち
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
待
機
児
童
解
消
に
努
め
ま
す
。

通
告
項
目

髙
橋
祐
子

⑴
ご
み
行
政
に
つ
い
て

⑵
庁
用
車
に
つ
い
て

⑶
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

⑷
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

野
並
慶
光

⑴
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

⑵
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

⑶
本
市
年
中
行
事
に
対
す
る
本
市
の
提
案

事
項
及
び
提
案
予
定
事
項
に
つ
い
て

江
原
利
勝

⑴
ご
み
行
政
に
つ
い
て

⑵
庁
用
車
に
つ
い
て

⑶
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

⑷
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

⑸
教
育
に
つ
い
て

⑹
財
源
確
保
に
つ
い
て

⑺
施
設
ネ
ッ
ト
予
約
に
つ
い
て

井
上　

康

⑴
道
路
通
行
中
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

⑵
新
公
会
計
制
度
に
つ
い
て

⑶
農
業
委
員
会
改
革
に
つ
い
て

⑷
子
育
て
支
援
、
取
り
組
み
の
現
状
に
つ

い
て

田
口
勝
一

⑴
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

⑵
第
三
工
業
団
地
に
つ
い
て

⑶
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

大
川
原
き
み
子

⑴
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

⑵
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
教
育
現
場
に
お
け

る
対
応
に
つ
い
て

⑶
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
に
つ
い
て

⑷
盲
導
犬
・
補
助
犬
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
つ
い
て

窪
田　

優

⑴
道
路
補
修
に
つ
い
て

⑵
残
薬
の
対
応
に
つ
い
て

中
間
幸
一

⑴
富
里
市
職
員
数
と
給
与
の
現
状
に
つ
い
て

⑵
成
田
空
港
圏
自
治
体
連
絡
協
議
会
の
会

議（
勉
強
会
）の
現
状
に
つ
い
て

柏
崎
の
り
子

⑴
教
育
に
つ
い
て

⑵
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

⑶
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）に
つ
い
て

※本文は質
問者自身の
原稿による
ものです。

一
般
質
問

問
家
庭
ご
み
有
料
化

の
導
入
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は

答
最
後
の
手
段
と
考

え
て
い
ま
す

髙
橋
祐
子

問
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

答
平
成
28
年
度
の
相

談
件
数
は
3
5
5

件
で
し
た

野
並
慶
光

問
イ
ノ
シ
シ
対
策
に

つ
い
て

答
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
を
設
置
し
ま

す

江
原
利
勝

早急なイノシシ対策
出典：千葉県イノシシ対策マニュアル

問
新
公
会
計
制
度
、

徹
底
し
た
活
用
へ

準
備
を

答
平
成
29
年
度
末
、

導
入
に
向
け
準
備

を
進
め
ま
す

井
上
　
康
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『
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
に
つ
い
て
』

問
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
の
内
容
は
。

答
南
七
栄
南
西
市
有
地
西
側
の
谷
津
部
分
、

3
万
3
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
約

2
8
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
を
建
築
し
、

そ
の
中
で
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
の
処
理
と
、

可
燃
ご
み
の
貯
留
施
設
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

問
建
設
費
用
が
35
億
円
に
ふ
え
た
理
由
は
。

答
土
木
造
成
費
用
8
億
円
と
、
導
入
す
る
設
備

が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
積
算
の
反
映
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
需
要
な
ど
の
建
築
資
材
の
高
騰

等
に
よ
り
、
13
億
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

問
費
用
の
増
大
に
対
し
て
計
画
の
見
直
し
は
。

答
経
費
削
減
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

問
現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
で
の
建

設
計
画
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

『
第
三
工
業
団
地
に
つ
い
て
』

問
庁
内
で
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答
庁
内
組
織
と
し
て
富
里
市
第
三
工
業
団
地
研

究
会
を
設
置
し
、
事
業
手
法
や
整
備
条
件
、
整

備
に
係
る
法
規
制
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
調
査
・
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
南
七
栄
南
西
市
有
地
も
含
め
た
周
辺
で
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答
環
境
施
設
用
地
と
し
て
整
備
計
画
に
位
置
づ

け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
計
画
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
の
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

『
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
』

問
公
共
施
設
更
新
費
用
が
、
今
後
40
年
で
毎
年

5
億
円
の
不
足
見
込
み
と
あ
る
が
、
対
応
策
は
。

答
各
施
設
等
の
個
別
施
設
計
画
に
よ
り
維
持
管

理
費
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
投
資
的
経

費
等
の
財
源
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
教
育
現
場
に
お
け
る
対

応
に
つ
い
て
』

問
幼
稚
園
、
小
学
校
の
学
校
給
食
で
肉
ギ
ョ
ー

ザ
で
な
く
エ
ビ
ギ
ョ
ー
ザ
が
納
入
。
検
収
作
業

で
商
品
名
の
確
認
を
見
落
と
し
、
エ
ビ
ア
レ
ル

ギ
ー
を
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
す
る
お
子
さ
ん
に
と
っ

て
、
重
大
な
事
故
に
発
展
し
か
ね
な
い
事
態
が

発
生
。
そ
こ
で
今
回
届
い
た
食
材
を
誰
が
、
ど

の
時
点
で
、
ど
ん
な
作
業
工
程
で
検
収
し
た
の

か
伺
い
ま
す
。

答
ま
ず
は
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
献
立
で
は
ギ
ョ
ー
ザ
と
指
示
し
た
が

エ
ビ
ギ
ョ
ー
ザ
が
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
長

の
検
食
で
エ
ビ
が
入
っ
て
い
た
こ
と
で
、
エ
ビ

ギ
ョ
ー
ザ
で
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
誤
納
品
の
経
路
に
つ
い
て
現
在
調
査
中
で

あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
解
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、
単
に
体
に
発
疹
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
エ
ピ
ペ
ン
を
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
場
合
な
ど
、
命
に
か
か

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
命
の
尊
厳
か
ら
、
今

回
の
事
態
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
学
校
給
食
は

健
康
保
持
増
進

等
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
そ

の
大
前
提
で

あ
る
安
全
・
安

心
の
食
材
や
調

理
を
、
今
後
も

し
っ
か
り
提
供

で
き
る
よ
う

行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

問
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
の

見
直
し
を

答
経
費
削
減
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
検

討
を
行
い
ま
す

田
口
勝
一

問
学
校
給
食
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
献
立

不
備
に
つ
い
て

答
な
ぜ
、
誤
納
品
に

至
っ
た
か
し
っ
か

り
検
証
し
ま
す

大
川
原
き
み
子

こども園は除去食を提供

問
平
成
26
年
4
月
14
日
開
通
式
を
行
っ
た
市

道
0
1
‒
0
0
8
号
線
、
酒
々
井
イ
ン
タ
ー
か

ら
第
一
小
学
校
に
向
か
う
右
に
緩
や
か
な
カ
ー

ブ
を
描
く
路
面
左
側
に
数
本
の
ひ
び
が
発
生
し

ま
し
た
。
土
地
の
買
収
費
用
も
含
め
、
総
工
費

14
億
8
5
0
0
万
円
か
け
た
道
路
。
完
成
か
ら

3
年
と
余
り
に
も
早
い
ふ
ぐ
あ
い
の
要
因
は
何

で
し
ょ
う
か
。

答
道
路
構
造
令
や
舗
装
設
計
施
工
指
針
に
基
づ

き
設
計
し
た
道
路
区
分
、
3
種
3
級
の
市
町
村

道
の
構
造
規
格
で
す
。
ひ
び
割
れ
の
主
な
要
因

と
し
て
は
、
カ
ー
ブ
や
道
路
高
低
差
が
あ
る
部

分
に
お
い
て
車
両
の
ブ
レ
ー
キ
制
動
等
に
よ
り

道
路
へ
負
荷
が
か
か
る
た
め
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
カ
ー
ブ
、
高
低
差
は
設
計
段
階
で
わ
か
っ
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
施
工
者
に
対
し
て

「
瑕
疵
担
保
責
任
」は
問
え
ま
す
か
。

答
平
成
23
年
か
ら
25
年
に
か
け
て
工
種
、
工
区

を
分
け
て
施
工
。
途
中
に
市
の
検
査
も
行
っ
て

合
格
し
た
も
の
で
す
。
重
大
な
瑕
疵
が
見
つ
か

れ
ば
別
で
す
が
、
検
査
も
済
ん
で
完
了
し
て
い

る
の
で
、
瑕
疵
担
保
責
任
は
問
え
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
地
形
的
に
は
橋
梁
に
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
検
討
を
さ

れ
た
の
か
。
補
修
工
事
は
単
費
負
担
に
な
る
の

か
国
庫
補
助
が
充
て
ら
れ
ま
す
か
。

答
橋
梁
に
す
る
と
、
実
際
の
整
備
費
は
高
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
に
す
る
と
道
路
に
隣
接

す
る
接
道
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

総
合
的
に
勘
案
し
盛
り
土
工
法
に
し
ま
し
た
。

3
年
で
の
補
修
、
国
費
は
難
し
い
で
す
。
今
年

度
は
単
費
で
実
施
し
ま
す
。

問
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
の
市
職
員
数
と
内

容
に
つ
い
て
。

答
特
別
職
3
名
を
除
く
一
般
行
政
職
、
教
育
職
、

消
防
職
及
び
公
営
企
業
に
お
け
る
全
て
の
職
員

数
は
4
8
0
名
で
す
。

問
臨
時
職
員
の
状
況
と
職
員
数
に
つ
い
て
。

答
4
8
0
名
の
職
員
の
ほ
か
に
、
事
務
補
助

や
保
育
業
務
等
に
従
事
す
る
職
員
と
し
て
32
名

を
任
用
し
て
い
ま
す
。

問
平
成
27
年
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
つ
い
て
。

答
1
0
0
・
2
、
平
成
28
年
は
1
0
0
・
4
で
す
。

『
成
田
空
港
圏
自
治
体
連
絡
協
議
会
の
会
議（
勉

強
会
）の
状
況
に
つ
い
て
』

問
空
港
周
辺
9
市
町
の
会
議
の
開
催
状
況
は
。

答
本
年
4
月
19
日
の
協
議
会
で
は
、
成
田
空
港

の
機
能
強
化
に
関
す
る
住
民
説
明
会
の
開
催
状

況
等
や
、
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
関

す
る
要
望
書（
案
）に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま

し
た
。
5
月
16
日
の
協
議
会
総
会
で
は
、
通
常

の
総
会
議
事
に
加
え
、
協
議
会
の
要
望
に
関
す

る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

問「
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
関
す
る

要
望
書
」に
つ
い
て
。

答
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
特
に「
夜
間
飛
行

制
限
の
緩
和
」「
集
落
分
断
の
解
消
」「
航
空
機

か
ら
の
落
下
物
対
策
」「
空
港
周
辺
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
」と
い
っ
た
4
つ
の
課
題
の
解
消

に
つ
い
て
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

問
富
里
市
の
空
港
問
題
の
取
り
組
み
は
。

答
騒
音
直
下
に
あ
る
市
町
の
考
え
を
尊
重
し
な

が
ら
、
均
衡
の
と
れ
た
地
域
振
興
策
等
、
周
辺

市
町
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

問
文
科
省
の
平
成
29
年
度
制
度
拡
充
は
、
国
の

補
助
単
価
を
約
2
倍
に
引
き
上
げ
、
支
給
時
期

は
中
学
校
入
学
前
で
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明

示
し
、
小
学
校
は
交
付
要
綱
を
改
正
し
入
学
前

の
支
給
を
可
能
と
し
ま
し
た
。
入
学
準
備
金
の

増
額
と
支
給
時
期
に
つ
い
て
。

答
支
給
額
は
、
小
学
校
が
2
万
1
3
0
円
増
額

の
4
万
6
0
0
円
、
中
学
校
が
2
万
3
8
5
0

円
増
額
の
4
万
7
4
0
0
円
で
す
。
支
給
は
例

年
ど
お
り
6
月
上
旬
と
な
り
ま
す
。

問
入
学
前
支
給
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
再
三

た
だ
し
て
き
ま
し
た
。
今
般
の
文
科
省
通
知
で

は
、
児
童
生
徒
に
必
要
な
援
助
が
適
切
な
時
期

に
実
施
す
る
よ
う
に
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲

法
第
26
条
、
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
等
か

ら
も
第
一
義
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
今
年
度
国
か
ら
制
度
を
前
に
進
め
る
よ
う
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。
近
隣
自
治
体
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

『
中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て
』

問
文
科
省
は
、
部
活
動
の「
適
切
な
活
動
の
時

間
や
休
養
日
の
設
定
の
見
直
し
」を
求
め
る
通

知
を
出
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
実
態
に
つ
い
て
。

答
南
、
北
中
学
校
は
月
曜
日
を
休
養
日
と
し
、

富
里
中
学
校
は
部
活
動
の
数
、
生
徒
数
が
多

く
場
所
を
輪
番
で
使
い
、
統
一
の
定
め
を
せ
ず
、

休
養
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
教
員
勤
務
実
態
調
査
で
は
、
全
国
の
小
学
校

で
3
割
、
中
学
校
で
6
割
が
週
60
時
間
以
上
の

勤
務
。
通
知
は
一
歩
前
進
だ
が
今
後
の
改
善
は
。

答
昨
年
度
か
ら
、
8
月
12
日
か
ら
15
日
を
休
養

日
と
し
、
今
年
度
、
6
月
15
日
県
民
の
日
を
学

校
閉
校
日
と
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
中
学
校

共
通
の
休
養
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

問
完
成
3
年
で
道
路

に
ひ
び
、
工
事
瑕

疵
は
な
い
か

答
瑕
疵
担
保
責
任
は

問
え
な
い
と
考
え

て
い
ま
す

窪
田
　
優

問
富
里
市
の
全
職
員

数
は

答
全
て
の
職
員
数
は

４
８
０
名
で
す

中
間
幸
一

問
就
学
援
助
の
入
学

準
備
金
増
額
と
入

学
前
支
給
は

答
近
隣
自
治
体
と
足

並
み
そ
ろ
え
て
対

応
し
ま
す

柏
崎
の
り
子
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さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
こ

と
か
ら
、
本
日
、
本
議
会
に
お
い
て
報
告
を

行
い
、
本
委
員
会
に
お
け
る
調
査
研
究
を
終

了
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
特
別

委
員
会
中
間
報
告（
抜
粋
）

（
委
員
長
　
江
原
　
利
勝
）

本
委
員
会
は
、
平
成
28
年
第
1
回
定
例
会

に
お
い
て
、「
行
政
施
策
の
最
終
意
思
決
定

機
関
で
あ
る
議
会
の
機
能
、
役
割
の
重
要
性

を
踏
ま
え
つ
つ
、
議
会
の
I
C
T
（
※
1
）
化

全
般
に
つ
い
て
具
体
的
項
目
に
関
す
る
調

査
研
究
を
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
種
々
検
討
・
討
議
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。そ

し
て
、
本
定
例
会
か
ら
議
会
改
革
の
一

環
で
、
I
C
T
を
有
効
に
活
用
し
た
議
会

運
営
の
取
り
組
み
と
し
て
実
施
す
る
富
里

市
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
開
始
し
、
試
行
期
間
と
し
て
議
会
会
議
等

で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
等
の
使
用
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
議
会
I
C
T
化
、
富
里
市
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の
運
用
本
格
実

施
に
向
け
、
今
会
期
中
に
検
討
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
中
間
報
告
す
る
も
の
で
す
。

議
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
。

こ
れ
ま
で
、
議
会
I
C
T
化
検
討
特
別

委
員
会
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
通

信
方
法
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
通
信
回

線
手
続
き
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
納
期
、
及

び
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の
早
期

本
格
実
施
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
公
衆
無

線
L
A
N
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
拡
大
す
る

状
況
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
が
導
入
す

る
議
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、「
W
i
‒

F
i
（
※
2
）
モ
デ
ル
」を
選
択
す
る
こ
と
と

し
、
併
用
し
て
、
今
定
例
会
か
ら
実
施
し
た

そ
の
他
個
人
端
末
の
使
用
も
引
き
続
き
認

め
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
の

導
入
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
仕
様
に
伴

い
、
現
在
の
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の

強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

必
要
と
す
る
W
i
‒
F
i
環
境
等
の
内
容

（
設
備
、
回
線
、
設
置
場
所
等
）を
整
理
し
、

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
に
早

急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
報
告
す

る
も
の
で
す
。

議
会
の
あ
り
方
検
討
特
別

委
員
会
調
査
報
告（
抜
粋
）

（
委
員
長
　
戸
村
喜
一
郎
）

本
委
員
会
は
、
平
成
28
年
3
月
定
例
会
に

お
い
て
、
議
会
の
あ
り
方
全
般
に
つ
い
て
改

善
・
改
革
の
具
体
的
項
目
に
関
す
る
調
査
研

究
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
議
員
全
員
で
構

成
す
る
特
別
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

同
年
3
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
1
回

委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に
私
、
戸
村
、

副
委
員
長
に
田
口
勝
一
委
員
が
選
出
さ
れ
、

今
日
ま
で
こ
の
委
員
会
と
し
て
の
調
査
研

究
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
委
員
会
で
、
皆
様
か
ら
御
意
見

を
頂
戴
し
た
結
果
、
当
面
は
議
員
政
治
倫
理

条
例
の
制
定
を
検
討
す
る
こ
と
、
各
委
員
会

の
運
営
・
構
成
に
関
し
て
調
査
研
究
を
進
め

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
3
月
7
日
開
催
の

委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
私
案
と
し
て
、
た

た
き
台
と
な
る
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
素
案
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
考
察
い
た
し
ま
す

と
、
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に

は
、
議
会
全
体
と
し
て
、
一
つ
の
方
向
性
に

集
約
す
る
に
は
さ
ら
な
る
検
討
を
必
要
と

す
る
と
と
も
に
、
各
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て

も
議
員
の
政
治
倫
理
に
つ
き
ま
し
て
、
さ
ら

な
る
自
己
研
さ
ん
が
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
、
平
成
29
年
6
月
2
日
開
催
の
本

委
員
会
に
お
い
て
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
、
見
送

る
べ
き
と
の
方
向
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
委
員
会
の
果
た
し
て

き
た
役
割
に
、
一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
る
べ

き
時
が
来
た
と
捉
え
、
本
報
告
に
至
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
報
告
を
ま
と
め
る
議
論
の
過
程

に
お
い
て
、「
常
に
倫
理
を
求
め
て
い
く
の

が
議
員
の
あ
り
方
、
議
会
の
あ
り
方
で
あ

る
」、「
議
会
と
し
て
、
議
会
の
あ
り
方
の
検

討
は
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」、「
各
議
員
が

個
々
の
研
さ
ん
を
積
ん
だ
上
で
、
新
た
な
検

討
の
形
を
見
い
出
す
べ
き
」な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添

え
ま
す
。

議
会
の
あ
り
方
・
議
会
の
改
革
は
こ
れ
を

も
っ
て
終
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
議
会
に

改
革
の
意
思
が
あ
る
限
り
、
絶
え
ず
議
論
が

※1：ICT（Information and Communication Technology）… 情報通信技術の略　　※2：Wi-Fi … 無線LAN規格のひとつ

議会を傍聴しませんか
9月定例会は8月31日（木）から開会予定です。
※議場は市役所本庁舎3階です。
※本会議の模様は市民課ロビー（市役所本庁舎1階）のテレビや日吉台出張
所のモニター、インターネット（ライブ・録画）でもごらんいただくことがで
きます。
※本会議の録画映像は、当該本会議の会議録が作成されるまでの間（おおむ
ね開催1週間後から2カ月）、市議会ホームページに掲載しています。

平成29年次回定例会の予定
8/31
…
9/5…
…

9/6
9/7

本会議（議案上程・一般…
質問：会派）
本会議（一般質問：個人・決算…
審査特別委員会設置・同委員会…
付託）
本会議（一般質問：個人）
本会議（一般質問：個人）

9/8
9/11
9/12
9/14,15,
	 19,20
9/28

本会議予備日
総務建設常任委員会
文教厚生常任委員会
決算審査特別委員会

本会議（委員長報告・質疑・…
討論・採決）

日程、内容は予定であり、変更となる場合があります。
詳細な日程は開会1週間前に決定しますので、市ホームページでご確認いただく

か、議会事務局に問い合わせください。

ご意見・ご感想を
お寄せください！
議会報を読んで感じたことなど
皆様の御意見をお待ちしております。
また、議会報は市議会ホームページ
でもごらんいただくことができます。

〒286-0292
富里市七栄652-1富里市議会事務局
TEL：0476-93-6492  FAX：0476-91-3595

とみさと議会報編集特別委員会　　　　委員長／髙橋祐子　　副委員長／相川光規　　委員／井上　康、野並慶光、岡野耕平、大川原きみ子

富里市議会ホームページ
http://www.city.tomisato.lg.jp/category/2-3-0-0-0.html

携帯電話からは左
のＱＲコードから
アクセスできます

編
集
後
記

6
月
議
会
か
ら
、
本
委
員
会
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
議
会
報
の
一
層
の
充
実
と
、
よ
り
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
委
員
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
委
員
長
　
髙
橋
祐
子
記
）

政務活動費の収支について報告します。
平成28年度の収支は以下のとおりとなります。※支出がなかった項目については、掲載を省略しています。

期間：平成28年4月～平成29年3月	 （単位：円）

議席
番号 議員名 政務活動費

交　付　額 調査研究費 研修費 広報費 資料購入費 事務費 計 返還額

1 井上　康 240,000 207,876 27,302 235,178 4,822 
2 髙橋祐子 240,000 5,000 236,127 241,127 
3 窪田　優 240,000 196,992 45,360 242,352 
4 相川光規 240,000 67,850 48,000 32,400 10,833 159,083 80,917 
5 野並慶光 240,000 67,850 48,000 115,850 124,150 
6 中間幸一 240,000 94,396 71,526 165,922 74,078 
7 柏崎のり子 240,000 260,762 17,880 278,642 
8 岡野耕平 240,000 67,850 48,000 42,955 18,931 177,736 62,264 
9 田口勝一 240,000 67,850 48,000 29,400 73,831 219,081 20,919 
10 戸村喜一郎 240,000 67,850 48,000 95,148 210,998 29,002 
11 大川原きみ子 240,000 111,024 32,300 49,112 16,832 209,268 30,732 
12 布川好夫 240,000 111,024 69,820 39,096 28,148 248,088 
13 江原利勝 240,000 111,024 69,820 75,759 6,605 263,208 
14 猪狩一郎 240,000 48,000 69,492 110,207 227,699 12,301 
15 高橋益枝 240,000 67,850 48,000 88,811 18,973 223,634 16,366 
16 栗原恒治 240,000 67,850 48,000 39,876 67,710 223,436 16,564 
17 鈴木英𠮷 240,000 67,850 276,560 344,410 
18 櫻井優好 240,000 63,374 95,716 76,815 235,905 4,095 
　 計 4,320,000 939,246 176,940 1,562,317 797,521 545,593 4,021,617 476,210 

※政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な費用の一部として、議員に交付されるものです。富里市は月額20,000円です。

こんにちはとみさと議会です　195号

6
再生紙を使用しています


